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教
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灰
釉
茶
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「あ
け
ぼ
の
」

賢け

ん

ぐ愚
は
人ひ

と

に
ま
か
し
て
お
け
よ

【
尊
師　

出
口
日
出
麿
】

ヨ
ル
ダ
ン
土
／
灰
釉

 

す
ら
す
ら
と
自し

ぜ
ん然

に
す
べ
て
ふ
る
ま
へ
よ
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〈
ザ
メ
ン
ホ
フ
祭
〉
に
参
加
し
た
折
、
イ
ー
ハ
ト
ボ
エ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
の
代

表
者
の
方
が
『
危
険
な
言
語 

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
弾
圧
と
迫
害
の
歴
史
』（
ウ
ル
リ
ッ

ヒ
・
リ
ン
ス
著
、
国
書
刊
行
会
）
を
取
り
出
し
、
内
容
に
触
れ
な
が
ら
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
購
入
を
勧
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
話
の
中
で
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
弾
圧

さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
私
は
気
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
本
の
分
厚

さ
と
文
字
の
多
さ
に
、
最
後
ま
で
読
む
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
三
週
間
後
、
別
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
勉
強
会
で
「
こ
の
本
を
借
り
た
い

方
は
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
、
な
ん
と
同
じ
本
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
時
私

は
ま
る
で
〝
背
中
を
押
さ
れ
た
よ
う
な
〟
感
覚
が
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
だ
半

分
ほ
ど
し
か
読
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

本
の
著
者
は
、「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
１
０
０
年
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
に
独
自
の

貢
献
を
果
た
し
た
い
。
着
目
し
た
の
が
、
歴
史
の
中
で
も
長
年
顧
み
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
側
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
理
由
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
こ
う
む
っ
た
反
発
や
迫
害
で
あ
る
。
信
奉
者

た
ち
が
た
ど
っ
た
運
命
を
描
き
出
し
た
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉

か
ら
も
、
１
０
０
年
に
わ
た
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ
の
批
判
や
圧
力
、
運
動
へ
の
障

害
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
へ
の
迫
害
、
拘
束
、
処
刑
な
ど
、
反
対
す
る
国
々
の

行
動
が
い
か
に
激
し
く
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
世
に
現
れ
て
か
ら
お
よ
そ
１
４
０
年
に
な

り
ま
す
が
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
揺
る
が
な
い
態
度
や
潔
い
引
き
際
に
よ
っ

て
、
現
在
で
も
使
わ
れ
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
以
前

に
聞
い
た
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
神
さ
ま
の
与
え
ら
れ
た
言
葉
で
す
よ
」
と
い
う
言

葉
の
意
味
を
思
い
出
す
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

―
―
本
物
は
残
る
。
そ
の
思
い
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
の
短

い
挨
拶
や
会
話
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
思
い
を
寄
せ
て

大
本
総
代
　
宮 

澤
　
俊 

勝



　

３
月
の
東
光
苑
月
次
祭
・
交
通
安
全
祈
願

祭
並
び
に
春
季
合
同
慰
霊
祭
は
３
月
8
日

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
橋
本
伸
作

東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、

２
３
０
人
が
参
拝
し
た
＝
写
真
①
。

　

祭
員
は
埼
玉
主
会
が
、
少
年
祭
員
は
、
髙

野
こ
は
る
さ
ん
（
埼
玉
）。
伶
人
は
二
絃
の
会

関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
渡
辺
明
東
京

主
会
長
が
担
当
。
東
光
庵
で
は
、
添
釜
が
か

け
ら
れ
、
東
京
主
会
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
セ
ン
タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
、
愛
善
講
演
会
が
行
わ
れ
、
藤
原

直
哉
（
株
）
あ
え
る
ば
会
長
が
「
信
仰
所
感
」

と
題
し
て
講
話
を
行
っ
た
。
藤
原
講
師
は
講

話
で
、
今
の
世
界
は
立
直
し
の
真
っ
最
中
で

あ
る
と
、『
大
本
神
諭
』
と
『
霊
界
物
語
』
か

ら
そ
の
実
情
を
解
説
し
た
ほ
か
、「
こ
れ
か
ら

               
  

５５
月    

東
光
苑
祭
典

・
行
事
予
定

４４
日
（
日
（
祝
・
月

祝
・
月
））      

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
～
分
～

　
　

教
主
古
希
慶
祝　

教
主
生
誕
祭

　
　

教
主
古
希
慶
祝　

教
主
生
誕
祭

　
　

三
代
教
主
・
教
主
補
聖
誕
祭

　
　

三
代
教
主
・
教
主
補
聖
誕
祭

５５
日
（
日
（
祝
・
火

祝
・
火
）　
午
前

）　
午
前
1010
時時
3030
分
～
分
～

				



				




開
教
１
３
４
年

開
教
１
３
４
年  

み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭

み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭

1010
日
（
日
（
日日
）　
午
前

）　
午
前
1010
時時
3030
分
～
分
～

			


			


東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

2323
日
（
土
）
～

日
（
土
）
～
2424
日
（
日
（
日日
）　）　

　
　
　
　
正
体
山

正
体
山
6060
周
年
記
念
祭
典
参
拝
ツ
ア
ー

周
年
記
念
祭
典
参
拝
ツ
ア
ー

2525
日
（
月
）

日
（
月
）      

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

　
　
　
　
東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

　
　
　

講
題

　
　
　

講
題
　　
よ
う
こ
そ
大
道
場
修
行
へ

よ
う
こ
そ
大
道
場
修
行
へ

						





						





講
師　

西
山　

桂
一
郎

講
師　

西
山　

桂
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
・
愛
善
宣
教
課
長
）

（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
・
愛
善
宣
教
課
長
）

⑥

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　　講師：西山 桂一郎講師：西山 桂一郎（（東京宣教センター・愛善宣教課長東京宣教センター・愛善宣教課長））

ようこそ大道場修行へようこそ大道場修行へ

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座

55月月2525日（月）日（月）19：00 〜19：00 〜

　「大道場修行」は、大本の聖地、亀岡市・天恩郷、
綾部市・梅松苑の両地で４泊５日の日程で開催さ
れています。
　講座や礼拝、清掃などさまざまな体験を通して、
大本の教えに触れ、また、規則正しい生活を送る
中で、自分を見つめなおす中で新たな発見があり
ます。今回は、「大道場修行」を紹介します。

責了　橋本　柿崎　西山

⑥

春
季
合
同
慰
霊
祭
を
執
行

先
は
お
金
も
力
も
頼
り
に
な
ら
な
い
。
ま

こ
と
の
神
さ
ま
の
お
力
で
な
け
れ
ば
、
こ

の
世
を
前
に
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
述
べ
、
宗
教
の
本
質
が
問
わ
れ
て
い
る

重
要
な
時
期
で
あ
る
こ
と
を
話
し
た
＝
写

真
②
。

　

ま
た
、
午
後
１
時
45
分
よ
り
２
階
講
座

室
で
東
光
苑
ミ
ニ
講
話
が
行
わ
れ
、
宮
下

愛
善
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
類
愛
善
会
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
理
事
長
に
よ
る
講
話
「
プ
ラ

ン
タ
ー
の
極
意
～
春
夏
野
菜
実
践
ワ
ザ
」

が
行
わ
れ
た
＝
写
真
③
。

　

ま
た
、
１
階
ロ
ビ
ー
で
は
青
年
部
に
よ

る
南
米
青
年
訪
日
交
流
支
援
バ
ザ
ー
、
青

松
会
に
よ
る
日
用
品
バ
ザ
ー
、
農
事
組
合

法
人
大
本
が
収
穫
し
た ‶

チ
カ
ラ
野
菜
〟

の
販
売
が
、
３
階
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
青
松
会

に
よ
る
味
噌
汁
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

３
月
の
東
光
苑
月
次
祭

東
光
苑
大
道
場
修
行
を
開
催

　

東
光
苑
大
道
場
修
行
は
、
２
月
21
日
か
ら
23

日
ま
で
の
３
日
間
、
大
本
東
京
本
部
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
一
般
参
加
者
８
人
を
含
む
20
人
が

受
講
し
た
。

東光苑東光苑　　葬祭研修会葬祭研修会
〜ご葬儀までの準備と大本葬祭式の司会執行〜〜ご葬儀までの準備と大本葬祭式の司会執行〜

日　程日　程	  	  6 月 28 日（土）午前９時6 月 28 日（土）午前９時（受付）（受付）～ 午後４時～ 午後４時

会　場会　場	  	  大本東京本部・東光苑大本東京本部・東光苑

内　容内　容		   講話「葬儀執行の流れ」  「斎場調度品について」講話「葬儀執行の流れ」  「斎場調度品について」

	  	  実習・招魂式、発葬式、霊璽の作り方実習・招魂式、発葬式、霊璽の作り方

参加費参加費	  	  500 円500 円　　※食事代は別途 350 円を徴収※食事代は別途 350 円を徴収

資料代	  資料代	  500 円500 円（霊祭部刊「葬祭式編」をお持ちの方はご持参ください）（霊祭部刊「葬祭式編」をお持ちの方はご持参ください）

持ち物持ち物	  	  笏（お持ちでない場合はお貸しします）		笏（お持ちでない場合はお貸しします）		

	  『大本祭式』の本、笏を挟める帯やひも、		  『大本祭式』の本、笏を挟める帯やひも、	

	  足袋（履く方が動作が容易）動きやすい服		  足袋（履く方が動作が容易）動きやすい服	

	  装、筆記用具	  装、筆記用具

申　込申　込	  	  氏名・所属・食事・宿泊・資料の要否を	氏名・所属・食事・宿泊・資料の要否を	

 記の上、下記までお申し込みください 記の上、下記までお申し込みください

	 	 	 	 東京宣教センター祭務課東京宣教センター祭務課

　　　	 	 　　　	 	 Mail　Mail　k-siino@oomoto.or.jpk-siino@oomoto.or.jp【【担当・椎野担当・椎野】】

　　　		  　　　		  Tel　03-3821-3701　Fax　03-3821-5283Tel　03-3821-3701　Fax　03-3821-5283

締　切締　切　　6 月 21 日（6 月 21 日（日日））

　

受
講
者
は
２
階
講

座
室
で
、
亀
岡
・
天

恩
郷
で
の
大
道
場
修

行
４
日
間
の
講
座

（「
大
本
の
出
現
」
～

「
大
本
の
使
命
」
ま

で
）
を
受
講
し
た
ほ

か
、
食
作
法
の
実
習

や
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お

ほ
も
と
東
光
苑
」
で

の
お
作
品
拝
観
な
ど

も
行
っ
た
。

①

②③


